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物
の
値
段
が
上

が
っ
て
い
る
。
特

に
食
料
品
の
値
段

が
上
が
っ
て
い
る

の
で
イ
ン
フ
レ
を

感
じ
や
す
い
。
し

か
し
デ
ー
タ
で
見

る
と
、
生
鮮
食
料
品
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
除
い
た
消
費
者
物
価
指

数
は
低
下
し
つ
つ
あ
る
。
イ
ン

フ
レ
が
収
ま
っ
て
き
て
い
る
の

だ
。
そ
ん
な
中
、
日
銀
の
利
上

げ
の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
る

と
い
う
。
円
安
に
よ
る
イ
ン
フ

レ
が
問
題
だ
と
い
う
の
だ
。
前

述
し
た
通
り
、
イ
ン
フ
レ
は
収

ま
っ
て
き
て
お
り
、
利
上
げ
は

景
気
に
冷
水
を
浴
び
せ
る
。
有

効
求
人
倍
率
の
低
下
も
気
が
か

り
だ
。
景
気
の
悪
化
の
足
音
が

再
び
聞
こ
え
て
き
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
時
は
利
上
げ
せ
ず
、

景
気
回
復
の
た
め
の
消
費
減
税

も
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
▼
今

年
度
予
算
は
絶
対
額
で
は
最
大

で
あ
る
が
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
は

こ
の
３０
年
の
中
で
１２
番
目
と
規

模
は
大
き
く
な
い
、
む
し
ろ
緊

縮
気
味
で
あ
る
。
財
政
に
対
す

る
考
え
方
と
し
て
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
で
の
政
府
債
務
比
率
が
減
少

す
れ
ば
財
政
は
改
善
し
て
い
る

と
言
え
る
。
債
務
残
高
の
絶
対

値
を
管
理
す
る
よ
り
も
名
目
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
上
昇
を
目
指
す
べ
き
で

あ
る
▼
実
際
コ
ロ
ナ
禍
で
政
府

は
約
１
０
０
兆
円
の
国
債
を
発

行
し
対
策
を
行
っ
た
。
当
時
は

財
政
破
綻
リ
ス
ク
を
上
昇
さ
せ

た
と
批
判
も
あ
っ
た
が
、
実
際

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
？
名
目
Ｇ

Ｄ
Ｐ
は
２
０
１
９
年
の
約
５
６

０
兆
円
か
ら
２５
年
の
約
６
６
０

兆
円
へ
と
ぐ
ん
ぐ
ん
上
昇
し
、

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
政
府
債
務
比
率
は

急
速
に
低
下
し
て
い
る
。
赤
字

国
債
の
発
行
に
よ
る
政
府
支
出

を
増
加
す
る
こ
と
が
、
結
果
と

し
て
政
府
債
務
比
率
を
改
善
し

て
い
る
の
だ
。

（
１
５
０
）

田中麻衣子
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医
療
物
資
調
査
を
報
告

会
務
報
告
で
「
患
者
負
担
ゼ
ロ
が
望
ま
し
い
方
向
」

保
団
連
代
議
員
会

保
険
料
率
の
引
き
下
げ
方
針
を
明
記

社
会
保
障
負
担
率
の
数
値
目
標
、
自
民
内
か
ら
「
医
療
崩
壊
に
な
り
か
ね
な
い
」

骨
太
の
方
針
「
原
案
」

　

保
団
連
は
６
月
２８
日
、
代
議

員
会
を
開
催
。
東
京
・
都
市
セ

ン
タ
ー
ホ
テ
ル
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

で
代
議
員
ら
２
９
７
名
が
出
席

し
た
。
神
奈
川
か
ら
は
田
辺
理

事
長
、
鈴
木
・
湯
浅
・
竹
下
各

副
理
事
長
が
代
議
員
と
し
て
、

山
本
・
二
村
・
千
葉
・
原
各
副

理
事
長
が
保
団
連
役
員
と
し
て

出
席
し
た
。
議
事
で
は
会
務
報

告
や
２
０
２
５
年
度
決
算
及
び

監
査
報
告
な
ど
が
提
案
さ
れ
、

全
議
案
が
賛
成
多
数
で
採
択
さ

れ
た
。

　

全
国
か
ら
１
４
５
通
の
発
言

通
告
が
提
出
さ
れ
、
こ
の
う
ち

一
部
保
険
外
療
養
へ
の
対
抗
が

１９
通
と
多
く
、「
国
民
皆
保
険

の
な
し
崩
し
を
許
さ
な
い
」、

「
党
派
を
超
え
た
議
員
や
医
療

界
へ
の
世
論
喚
起
が
必
要
」
な

ど
の
意
見
が
挙
が
っ
た
。
物
価

高
騰
下
に
不
十
分
で
複
雑
な
診

療
報
酬
改
定
や
、
命
を
守
る
医

療
者
と
し
て
の
平
和
運
動
な
ど

に
つ
い
て
も
活
発
に
討
論
し
た
。

　

当
会
か
ら
は
田
辺
理
事
長

が
、
▽
医
療
物
資
の
供
給
状
況

等
の
調
査
を
歯
科
会
員
へ
行

い
、
朝
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
国

会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど

反
響
は
大
き
か
っ
た
、
▽
中
東

情
勢
以
後
の
物
価
高
騰
の
状
況

を
明
ら
か
に
す
べ
く
全
国
規
模

の
医
院
経
営
実
態
調
査
を
行

い
、
診
療
報
酬
の
期
中
改
定
実

現
に
つ
な
げ
る
べ
き
―
と
口
頭

発
言
。
文
書
発
言
は
、
①
一
部

保
険
外
療
養
の
廃
止
・
凍
結
、

②
高
齢
者
の
窓
口
負
担
増
に
は

「
ゼ
ロ
」
で
対
抗
を
、
③
通
院
・

在
宅
精
神
療
法
の
改
善
運
動
と

成
果
―
を
提
出
し
、
執
行
部
は

引
き
続
き
運
動
を
続
け
て
い
く

旨
な
ど
を
答
弁
し
た
。

　

こ
の
他
フ
ロ
ア
発
言
と
し

て
、
竹
下
副
理
事
長
が
今
次
診

療
報
酬
改
定
で
小
規
模
歯
科
医

療
機
関
は
施
設
基
準
を
満
た
せ

ず
経
営
は
更
に
逼
迫
し
て
い
る

と
し
、
医
療
運
動
の
必
要
性
を

指
摘
。
鈴
木
副
理
事
長
は
ベ
ア

評
価
料
や
レ
セ
プ
ト
記
載
事
項

で
の
事
務
負
担
増
加
で
小
規
模

医
療
機
関
は
特
に
対
応
に
追
わ

れ
て
お
り
、
医
療
Ｄ
Ｘ
で
事
務

負
担
は
む
し
ろ
増
え
て
い
る
と

し
、保
団
連
へ
対
応
を
求
め
た
。

執
行
部
は
、
厚
労
省
要
請
で
改

善
を
求
め
て
い
く
と
答
弁
し
た
。

　

な
お
、
会
務
報
告
の
第
２
章　

第
３
節

２
項
は
「
患
者
負
担

ゼ
ロ
の
実
現
へ
」
で
、「
患
者

負
担
ゼ
ロ
が
望
ま
し
い
方
向
」、

「
全
世
代
に
わ
た
る
『
窓
口
負

担
の
軽
減
・
ゼ
ロ
』
を
目
指
し

ま
す
」
と
盛
り
込
ま
れ
た
。

善
」
を
図
り
つ
つ
行
う
と
記
載
。

た
だ
し
「
国
費
だ
け
で
は
な
く
、

給
付
費
全
体
、
公
費
・
保
険
料
負

担
、
現
役
世
代
の
可
処
分
所
得

な
ど
を
踏
ま
え
」
と
含
み
を
持

た
せ
た
他
、
医
療
機
関
経
営
に

支
障
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
２

０
２
７
年
度
の
予
算
編
成
過
程

で
必
要
な
調
整
を
行
う
と
の
表

現
に
留
ま
っ
た
。
注
釈
に
は
具

体
的
方
針
と
し
て
、
▽
高
齢
化

の
増
加
分
に
経
済
・
物
価
動
向

等
の
増
加
分
を
加
算
す
る
、
▽

２７
年
度
の
社
会
保
障
負
担
率
は

２５
年
度
よ
り
上
昇
し
な
い
よ
う

取
り
組
む
―
と
記
載
。
予
算
・
税

制
の
各
種
基
準
額
や
閾
値
の
点

検
・
見
直
し
も
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

こ
の
他
、
▽
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬

の
保
険
給
付
見
直
し
等
を
踏
ま

え
た
２７
年
度
以
降
の
対
象
範
囲

拡
大
に
向
け
た
検
討
、
▽
更
な

る
医
薬
品
・
検
査
薬
の
ス
イ
ッ

チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
に
向
け
た
方
策
の

検
討
、
▽
生
活
習
慣
病
等
の
予

防
や
国
民
皆
歯
科
健
診
の
具
体

化
な
ど
の「
攻
め
の
予
防
医
療
」

推
進
―
が
記
載
さ
れ
た
。
昨
年
・

一
昨
年
の
原
案
は
約
５０
頁
だ
っ

た
が
、
今
年
は
３５
頁
だ
っ
た
。

　

原
案
提
示
と
同
日
の
６
月
３０

日
に
は
、
自
民
党
の
社
会
保
障

制
度
調
査
会
が
役
員
会
を
開
い

た
。
厚
労
省
は
、
医
療
は
改
革
を

行
っ
て
も
高
齢
化
や
物
価
高
対

応
、
高
度
化
等
が
あ
り
、
保
険

料
負
担
は
国
民
所
得
を
上
回
っ

て
上
昇
す
る
見
通
し
な
ど
を
説

明
。
社
会
保
障
負
担
率
と
医
療

給
付
費
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
に
数
値

目
標
を
導
入
す
る
と
い
う
維
新

の
主
張
に
、「
医
療
崩
壊
に
な

り
か
ね
な
い
」
な
ど
懸
念
の
声

が
上
が
っ
た
。
１
割
負
担
の
後

期
高
齢
者
は
７
割
強
を
占
め
る

と
い
う
デ
ー
タ
も
示
さ
れ
た
。

　

翌
７
月
１
日
に
は
日
医
の
松

本
会
長
が
会
見
で
、
医
療
給
付

費
や
社
会
保
障
費
へ
の
対
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
の
数
値
目
標
導
入
に
つ
い

て
「
到
底
容
認
で
き
な
い
」
と

発
言
。
翌
２
日
の
日
本
病
院
学

会
の
講
演
で
は
、
仮
に
医
療
費

を
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
に
完
全

に
抑
え
る
と
し
た
場
合
、
００
年

度
か
ら
２３
年
度
ま
で
の
累
計

で
、
００
年
度
に
１０
円
だ
っ
た
診

療
報
酬
単
価
が
２３
年
度
に
６
・

９
円
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
る
く

ら
い
の
調
整
に
相
当
す
る
と
説

明
し
た
。
７０
歳
以
上
の
高
齢
者

の
窓
口
負
担
「
原
則
３
割
」
や

外
来
特
例
の
廃
止
に
つ
い
て
は

「
乱
暴
」
だ
と
し
た
。

　

７
月
７
日
に
は
自
民
と
維
新

が
、
１３
項
目
に
及
ぶ
「
社
会
保

障
改
革
項
目
に
関
す
る
具
体
的

な
骨
子
（
案
）」を
合
意
。
社
会
保

障
負
担
率
は
「
社
会
保
障
制
度

が
果
た
す
機
能
を
損
な
わ
な
い

よ
う
配
慮
し
つ
つ
」
と
し
た
上

で
「
目
標
の
検
討
を
進
め
る
」

と
し
た
。
こ
の
他
、
▽
外
来
の

包
括
報
酬
の
在
り
方
の
検
討
、

▽
公
的
保
険
と
民
間
保
険
の
役

割
分
担
の
検
討
、
▽
医
療
機
関

の
営
利
事
業
の
在
り
方
の
見
直

し
―
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
骨
子

（
案
）
の
趣
旨
は
「
骨
太
の
方

針
２
０
２
６
」に
反
映
さ
れ
る
。

　

な
お
、
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

に
よ
る
と
医
療
機
関
の
倒
産
は

上
半
期
で
過
去
最
多
。
こ
の
ペ

ー
ス
で
推
移
す
る
と
年
間
で
も

昨
年
の
６６
件
を
大
き
く
上
回
る
。

「
骨
太
の
方
針
２
０
２
６
」
は

７
月
２１
日
に
閣
議
決
定
見
込
み
。

　

政
府
は
６
月
３０
日
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
「
骨
太
の
方
針
２
０
２
６
」

の
原
案
を
提
示
し
た
。
原
案
に
は
「
現
役
世
代
の
保
険
料
率
の
上
昇
を
止
め
、

引
き
下
げ
て
い
く
」
と
の
方
針
の
下
、「
給
付
と
負
担
の
見
直
し
の
検
討
」
等

を
す
る
と
記
載
。
そ
の
方
針
に
向
け
、
社
会
保
障
負
担
率
の
目
標
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
る
と
し
た
。
高
齢
者
の
窓
口
負
担
は「
Ｐ（
保
留
）」と
し
て
い
る
。

【8月の提出が必須】【8月の提出が必須】

ベースアップ評価料・中間報告書のベースアップ評価料・中間報告書の
提出をお忘れなく！提出をお忘れなく！

事務局電話受付時間について

　診療報酬改定に伴う繁忙期のため、

4月1日～7月31日の間、事務局の電話

受付時間を従来の9：00～17：00から

9：30～16：00へと変更してまいりま

した。

　今般、社会情勢に応じた協会事務

局の働き方改善の観点から、8月1日

以降につきましても、電話受付時間

を9：30～16：00とさせていただく

ことといたしました。

　 今 後 は 一 層、 ホ ー ム ペ ー ジ、

FAX、新聞、メルマガ等での発信を

充実させ、会員サービスの維持・向

上に努めてまいります。よろしくご

理解のほどお願い申し上げます。

 神奈川県保険医協会 理事長
 田辺 由紀夫

　2026年度診療報酬改定に伴い、「外来・在宅ベースアップ評価料

（Ⅰ）」、「外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅱ）」、「入院ベースアップ

評価料」（歯科含む。以下、まとめて「ベースアップ評価料」）を算

定している医療機関は8月に当該年度の「中間報告書（様式100）」の

提出が必要となった。所定のExcelデータに入力し、関東信越厚生局

神奈川事務所へ原則メールにて提出することとなる（メールアドレ

ス〈baseup-hyoukaryou14@mhlw.go.jp〉）。

　また、2025年度にベースアップ評価料を算定していた医療機関は、

上記の中間報告書とは別に、2025年度の「実績報告書」の提出が必

要となる。賃上げ補助金申請の都合上、2026年2月にベースアップ

評価料の届出を行い、3月から算定を開始した医療機関

も同様だ。

　報告の詳細は厚労省の特設ページ「9.賃金改善実績

報告書の提出について」や、医科会員は協会から配布

している『新点数運用Q&A』の168ページ以降をご確

認いただきたい。

厚労省
特設ページ

田辺理事長

竹下副理事長

　

原
案
で
は
「
責
任
あ
る
積
極

財
政
」
の
下
、
戦
略
分
野
へ
の

投
資
で
「
強
い
経
済
」
の
構
築

と
「
財
政
の
持
続
可
能
性
」
の

同
時
実
現
を
目
指
す
と
記
載
。

　

基
礎
的
財
政
収
支
（
Ｐ
Ｂ
）

は
「
一
時
的
な
悪
化
も
許
容
し

う
る
」
と
し
、
新
た
に
「
債
務

残
高
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
」
の
安
定
的

な
引
き
下
げ
を
中
核
目
標
に
据

え
た
。
こ
れ
ま
で
の
骨
太
方
針

に
明
記
さ
れ
て
い
た
「
財
政
健

全
化
」
の
文
言
は
消
え
た
。

　

ま
た
、
適
切
な
金
融
政
策
運

営
が
「
非
常
に
重
要
」
と
表
現
。

日
銀
を
牽
制
し
た
と
の
見
方
が

市
場
で
広
が
り
、
更
な
る
円
安

を
招
い
た
と
の
報
道
も
あ
る
。

　

社
会
保
障
制
度
改
革
は
「
物

価
と
賃
金
の
変
動
に
適
切
に
対

応
し
、
経
営
の
安
定
、
処
遇
改

＊ 診療報酬のお問合せは、FAXでも受け付けております。

併せてご利用ください。［FAX：045-313-2113］


